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1.緒言: コレステリックブルー相（BP）は可視光波長程度の三次元周期構造を自己組織的に形成

する液晶相であり、二重ねじれ配列を有する二重ねじれシリンダー（DTC）が三次元格子状に積

層した構造を形成する[1]。BPは電界に対し高速応答性を示すことから電気光学材料として応用可

能であるが、その構造を実空間で観察した例は存在しない。透過電子顕微鏡（TEM）を用いるこ

とで高分解能の観察が可能となるが、観察の際試料を真空中に保持する必要があり、通常の液晶

材料には適用できない。そこで本研究では、光重合性液晶を用いて立方対称性を有する BPI およ

び BPIIの固体フィルムを作製し、TEMによる観察を行った。 

2.実験: 光重合性ブルー相液晶として光重合性ネマティック液晶

（96wt% RMS03-013C）およびキラル剤（4wt% CD-X）を混合した

液晶材料を用いた。上記の試料を水平配向処理を施したガラスサ

ンドイッチセル（セル厚 6µm）に封入し、BPI（54.8℃）および BPII

（57.2℃）が発現する温度に保持しながら紫外光（400mW/cm2, at 

λ=365nm）を 2分間照射することで、フィルム面内に平行に（100）

面が配向した固体フィルムを作製した。BP フィルムをエポキシ

樹脂に包埋した後、ウルトラミクロトーム（LEICA EM UC7）を

用いて厚さがおよそ 80nmの超薄切片を作製し、TEM（HITACHI 

H-7500）により 80kVの加速電圧で観察を行った。 

3.結果: 図 1に BPIおよび BPIIの TEM観察結果を示す。各々の

BP について、対称性の異なる周期的な明暗コントラストが観察

された。フーリエ変換により構造の周期性を調べたところ、それ

ぞれ BPI および BPII について理論的に提案されている分子配向

モデルと一致することが明らかとなった。すなわち、TEM観察に

より BP の分子配列が実空間において観察可能であることが示された。当日は連続切片の観察結

果および BPIと BPIIのドメインサイズの違いについても議論する。 
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Fig.1 Typical TEM images and 

corresponding FFT pattern of 

quenched BPs ((a) BPI, (b) 

BPII)  
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